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2014 年 4 月 7 日 

GE ヘルスケア・ジャパン 

線量最適化支援ソリューション「DoseWatch
ド ー ズ ウ ォ ッ チ

」の販売を開始 
～線量の可視化・分析・モニタリングによる、より安全な患者の検査をサポート～ 

 
 

医療課題の解決に取り組むヘルスケアカンパニー、GE ヘルスケア・ジャパン株式会社（本社：東京都日野市、

代表取締役社長兼 CEO：川上潤）は 4 月 7 日（月）、GE が世界的に進めているインダストリアル・インターネ

ット戦略の一つである、CT（コンピュータ断層撮影装置）や血管撮影装置などで撮影された線量を集計し、

最適化を支援するソリューション「DoseWatch（ドーズウォッチ）」の販売を開始します。 

 

当社は、これまでにも、被ばく軽減を実現した CT や血管撮影装置、また CT 用画像再構成技術「Veo（ヴェ

オ）」*1 などの提供により、個々の画像診断装置における放射線量低減の取り組みを行ってきました。この

度発売される DoseWatch は、画像診断装置から線量情報を直接取得、追跡、報告（レポート）できるウェ

ブベースの線量最適化支援ソリューションです。 

 

■ 日本における線量最適化の課題 

近年の検出器の多列化による CT における撮影断層像の厚さは加速度的に薄くなり、高速撮影による検査

対象や範囲の拡大により、より多様で微細な病変の検出に貢献してきました。一方、検査対象や範囲の拡

大に伴う照射線量の増大は被ばく量の増加につながることから、画質向上と低被ばくとは常にトレードオフ

の関係にあり、線量を高くすることでより鮮明画像を得られる一方、被ばく量も高くなってしまいます。従来

は、画質と線量のバランスを適切にするために、患者の体形、撮影部位、検査対象などに応じて使用者が

線量を調整し最適化を図るものの、その判断は各施設または使用者個人に任されてきました。政府機関お

よび使用者団体が主導で線量管理を線量の最適化に反映する活動を既に推進している欧米*2 と異なり、

日本の病院施設においては、線量管理活動の推進が途上なため、施設や検査担当者ごとに計測基準や

線量評価のばらつきの把握が困難で、推奨される基準を明確にしたり、基準はあっても基準自体が適切か

どうかの検証にも不都合が生じているのが現状です。その結果として、線量の最適化は大きな課題となっ

ています。 

 

そのような中で注目が高まりつつあるのが、線量データ情報を蓄積し、分析、評価することで同様の検査に

対する線量のバラつきを抑える“線量最適化”のための取り組みです。加えて、放射線の影響に対する患者

の関心も年々高まっており、特に放射線に対する感受性が高い小児においては、診断に必要十分な画質に

対する最低限の線量となる撮影条件が設定できる安全な検査が求められるようになってきています。 

 

■ データにもとづく線量最適化支援ソリューション 

こうした課題を受け、より安全な検査の提供を実現するために開発されたのが、DoseWatch です。

DoseWatch は、標準化されたコミュニケーション規格の採用により、同一のネットワークに接続された医療

施設内の CT、血管撮影装置などの複数のモダリティ、さらに GE 製品だけでなく、他社メーカーの装置から、

線量データを取得、検査、患者、撮影部位毎など、様々な切り口でデータを可視化し、分析することによっ
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